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◎
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
修
正
案
対
照
表 

○
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
） 

（
傍
線
部
分
は
現
行
と
改
正
案
の
相
違
部
分
、
網
掛
け
部
分
は
改
正
案
と
修
正
案
の
相
違
部
分
） 
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正 
 

 

案 

改 
 

 

正 
 

 

案 

現 
 

 
 

 
 

行 

 
 

 
 

 
 

 

（
区
域
計
画
の
認
定
） 

第
八
条 

〔
略
〕 

２
～
７ 

〔
略
〕 

８ 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
た

特
定
事
業
が
、
特
定
の
者
が
特
別
の
利
益
を
得
る

こ
と
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
認
定

（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
単
に

「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

９ 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認

定
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
透
明
性
を
確
保

し
つ
つ
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
を
適
正
か

つ
厳
格
に
行
う
よ
う
に
す
る
た
め
、
直
ち
に
区
域

計
画
を
公
表
し
、
広
く
国
民
の
意
見
を
求
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

10 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
認
定
を
行
う
に
際
し
必
要

と
認
め
る
と
き
は
、
国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会

 

（
区
域
計
画
の
認
定
） 

第
八
条 

〔
略
〕 

２
～
７ 

〔
略
〕 

[

新
設]

 

     [

新
設]

 

     

８ 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
認
定
（
以
下
こ
の

条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
単
に
「
認
定
」
と

 

（
区
域
計
画
の
認
定
） 

第
八
条 

〔
略
〕 

２
～
７ 

〔
略
〕 

[

新
設]

 

     [

新
設]

 

     

８ 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
認
定
（
以
下
こ
の
条

及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
単
に
「
認
定
」
と
い
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議
に
対
し
、
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

11
・
12 
〔
略
〕 

  

（
認
定
区
域
計
画
の
変
更
） 

第
九
条 

〔
略
〕 

２ 

前
条
第
三
項
か
ら
第
十
二
項
ま
で
の
規
定
は
、

前
項
の
認
定
区
域
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す

る
。 

  

（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
特
定
事
業
） 

第
十
条 

〔
略
〕 

２ 

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
区
域
計

画
に
つ
い
て
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定

の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
同
条
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
十
一
項
中
「
定
め
ら

れ
た
特
定
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
定
め
ら
れ
た
特

定
事
業
及
び
第
十
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る

特
定
事
業
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
事
業

等
」
と
い
う
。
）
」
と
、
「
当
該
特
定
事
業
」
と
あ

る
の
は
「
当
該
特
定
事
業
等
」
と
、
「
第
二
条
第

二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
」
と
あ
る
の

い
う
。
）
を
行
う
に
際
し
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、

国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
に
対
し
、
意
見
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

９
・
10 

〔
略
〕 

  

（
認
定
区
域
計
画
の
変
更
） 

第
九
条 

〔
略
〕 

２ 

前
条
第
三
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
規
定
は
、
前

項
の
認
定
区
域
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す

る
。 

  

（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
特
定
事
業
） 

第
十
条 

〔
略
〕 

２ 
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
区
域
計

画
に
つ
い
て
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定

の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
同
条
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
九
項
中
「
定
め
ら
れ

た
特
定
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
定
め
ら
れ
た
特
定

事
業
及
び
第
十
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特

定
事
業
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
事
業
等
」

と
い
う
。
）
」
と
、
「
当
該
特
定
事
業
」
と
あ
る
の

は
「
当
該
特
定
事
業
等
」
と
、
「
第
二
条
第
二
項

第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
」
と
あ
る
の
は
「
第

う
。
）
を
行
う
に
際
し
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
国

家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
に
対
し
、
意
見
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

９
・
10 

〔
略
〕 

  

（
認
定
区
域
計
画
の
変
更
） 

第
九
条 

〔
略
〕 

２ 

前
条
第
三
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
規
定
は
、
前

項
の
認
定
区
域
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す

る
。 

  

（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
特
定
事
業
） 

第
十
条 

〔
略
〕 

２ 

前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
区
域
計

画
に
つ
い
て
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定

の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
け
る
同
条
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
九
項
中
「
定
め
ら
れ

た
特
定
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
定
め
ら
れ
た
特
定

事
業
及
び
第
十
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特

定
事
業
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
事
業
等
」

と
い
う
。
）
」
と
、
「
当
該
特
定
事
業
」
と
あ
る
の

は
「
当
該
特
定
事
業
等
」
と
、
「
第
二
条
第
二
項
第

一
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
」
と
あ
る
の
は
「
第
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は
「
第
二
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
事
業
を

除
く
」
と
、
「
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
二
十
五
条

ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
二

十
五
条
ま
で
及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
四

章
」
と
、
「
で
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
で
、
構
造
改

革
特
別
区
域
基
本
方
針
（
構
造
改
革
特
別
区
域
法

第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
構
造
改
革
特
別
区
域

基
本
方
針
を
い
う
。
）
に
即
し
て
構
造
改
革
特
別

区
域
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
政
令
若
し
く

は
主
務
省
令
で
、
」
と
、
「
条
例
で
」
と
あ
る
の
は

「
条
例
で
又
は
同
法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
る

政
令
若
し
く
は
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
条
例
で
」
と
す
る
。 

３ 

〔
略
〕 

４
～
６ 

〔
略
〕 

  

（
認
定
の
取
消
し
） 

第
十
一
条 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
認
定
区
域
計
画
（
認

定
区
域
計
画
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
変

更
後
の
も
の
。
以
下
同
じ
。
）
が
第
八
条
第
七
項

各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め

る
と
き
、
又
は
認
定
区
域
計
画
に
定
め
ら
れ
た
特

定
事
業
が
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
場
合
に
該
当

二
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
事
業
を
除
く
」

と
、
「
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
」

と
あ
る
の
は
「
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
二
十
五
条

ま
で
及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
四
章
」
と
、

「
で
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
で
、
構
造
改
革
特
別

区
域
基
本
方
針
（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
三
条

第
一
項
に
規
定
す
る
構
造
改
革
特
別
区
域
基
本
方

針
を
い
う
。
）
に
即
し
て
構
造
改
革
特
別
区
域
法

第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
政
令
若
し
く
は
主
務

省
令
で
、
」
と
、
「
条
例
で
」
と
あ
る
の
は
「
条
例

で
又
は
同
法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
政
令
若

し
く
は
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
条
例

で
」
と
す
る
。 

３ 
〔
略
〕 

４
～
６ 
〔
略
〕 

  

（
認
定
の
取
消
し
） 

第
十
一
条 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
認
定
区
域
計
画
（
認

定
区
域
計
画
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
変

更
後
の
も
の
。
以
下
同
じ
。
）
が
第
八
条
第
七
項

各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め

る
と
き
は
、
同
項
の
認
定
（
第
九
条
第
一
項
の
変

更
の
認
定
を
含
む
。
第
十
三
条
、
第
十
八
条
第
七

二
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
事
業
を
除
く
」

と
、「
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
二
十
五
条
ま
で
」
と

あ
る
の
は
「
第
十
二
条
の
二
か
ら
第
二
十
五
条
ま

で
及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
四
章
」
と
、「
で

又
は
」
と
あ
る
の
は
「
で
、
構
造
改
革
特
別
区
域
基

本
方
針
（
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
三
条
第
一
項

に
規
定
す
る
構
造
改
革
特
別
区
域
基
本
方
針
を
い

う
。
）
に
即
し
て
構
造
改
革
特
別
区
域
法
第
三
十

四
条
の
規
定
に
よ
る
政
令
若
し
く
は
主
務
省
令

で
、
」
と
、
「
条
例
で
」
と
あ
る
の
は
「
条
例
で
又

は
同
法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
政
令
若
し
く

は
主
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
条
例
で
」

と
す
る
。 

３ 

〔
略
〕 

４
～
６ 

〔
略
〕 

  

（
認
定
の
取
消
し
） 

第
十
一
条 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
認
定
区
域
計
画
（
認

定
区
域
計
画
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
変

更
後
の
も
の
。
以
下
同
じ
。
）
が
第
八
条
第
七
項
各

号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る

と
き
は
、
同
項
の
認
定
（
第
九
条
第
一
項
の
変
更

の
認
定
を
含
む
。
第
十
三
条
、
第
十
八
条
第
七
項
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す
る
に
至
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
同
条
第
七
項

の
認
定
（
第
九
条
第
一
項
の
変
更
の
認
定
を
含
む
。

第
十
三
条
、
第
十
八
条
第
七
項
第
一
号
、
第
二
十

条
の
三
、
第
二
十
条
の
四
第
二
項
、
第
二
十
条
の

五
第
二
十
一
項
第
一
号
及
び
第
二
十
四
条
の
二
第

三
項
第
一
号
を
除
き
、
以
下
単
に
「
認
定
」
と
い

う
。
）
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
あ
ら
か
じ
め
関

係
行
政
機
関
の
長
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

２ 

〔
略
〕 

３ 

第
八
条
第
十
二
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
認
定
区
域
計
画
の
認
定
の
取
消
し
に
つ
い

て
準
用
す
る
。 

  

（
所
掌
事
務
） 

第
三
十
条 

会
議
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ

ど
る
。 

一
～
三 

〔
略
〕 

四 

区
域
計
画
の
認
定
に
関
し
、
第
八
条
第
十
項

（
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
に
規
定
す
る
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。 

五 

〔
略
〕 

項
第
一
号
、
第
二
十
条
の
三
、
第
二
十
条
の
四
第

二
項
、
第
二
十
条
の
五
第
二
十
一
項
第
一
号
及
び

第
二
十
四
条
の
二
第
三
項
第
一
号
を
除
き
、
以
下

単
に
「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
取
り
消
す
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣

は
、
あ
ら
か
じ
め
関
係
行
政
機
関
の
長
に
そ
の
旨

を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

   

２ 

〔
略
〕 

３ 

第
八
条
第
十
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
認
定
区
域
計
画
の
認
定
の
取
消
し
に
つ
い
て

準
用
す
る
。 

  

（
所
掌
事
務
） 

第
三
十
条 

会
議
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ

ど
る
。 

一
～
三 

〔
略
〕 

四 

区
域
計
画
の
認
定
に
関
し
、
第
八
条
第
八
項

（
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
に
規
定
す
る
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。 

五 

〔
略
〕 

第
一
号
、
第
二
十
条
の
三
、
第
二
十
条
の
四
第
二

項
、
第
二
十
条
の
五
第
二
十
一
項
第
一
号
及
び
第

二
十
四
条
の
二
第
三
項
第
一
号
を
除
き
、
以
下
単

に
「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
は
、
あ

ら
か
じ
め
関
係
行
政
機
関
の
長
に
そ
の
旨
を
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

   

２ 

〔
略
〕 

３ 

第
八
条
第
十
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
認
定
区
域
計
画
の
認
定
の
取
消
し
に
つ
い
て

準
用
す
る
。 

  

（
所
掌
事
務
） 

第
三
十
条 

会
議
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ

ど
る
。 

一
～
三 

〔
略
〕 

四 

区
域
計
画
の
認
定
に
関
し
、
第
八
条
第
八
項

（
第
九
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
に
規
定
す
る
事
項
を
処
理
す
る
こ
と
。 

五 

〔
略
〕 
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六 

第
十
六
条
の
五
第
三
項
に
規
定
す
る
指
針
に

関
し
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十

六
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
事
項
を
処
理
す

る
こ
と
。 

七
～
九 

〔
略
〕 

 

（
議
員
） 

第
三
十
三
条 

〔
略
〕 

２
～
４ 

〔
略
〕 

５ 

第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
議
員
は
、
自
己
の
利

害
に
関
係
の
あ
る
議
案
に
つ
い
て
は
、
そ
の
議
事

に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

六 

第
十
六
条
の
五
第
三
項
に
規
定
す
る
指
針
に

関
し
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十

六
条
の
四
第
四
項
に
規
定
す
る
事
項
を
処
理
す

る
こ
と
。 

七
～
九 

〔
略
〕 

 

（
議
員
） 

第
三
十
三
条 

〔
略
〕 

２
～
４ 

〔
略
〕 

［
新
設
］ 

[

新
設]

 

   

六
～
八 

〔
略
〕 

 

（
議
員
） 

第
三
十
三
条 

〔
略
〕 

２
～
４ 

〔
略
〕 

［
新
設
］ 
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○
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
及
び
構
造
改
革
特
別
区
域
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
抄
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
傍
線
部
分
は
修
正
部
分
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

修 
 

 

正 
 

 

後 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

修 
 

 

正 
 

 

前 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

附 

則 

（
施
行
期
日
等
） 

第
一
条 

〔
略
〕 

２ 

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
以
下
「
新
法
」

と
い
う
。
）
第
十
六
条
の
五
、
第
三
十
条
第
六
号
及
び
別
表
の
四
の
五
の
項
の

規
定
並
び
に
附
則
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十

一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
四
条
第
三
項
第
三
号
の
六
の
規
定
（
新
法
第
十
六

条
の
五
第
三
項
に
規
定
す
る
指
針
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
別
に
法
律
で

定
め
る
日
ま
で
の
間
、
適
用
し
な
い
。 

 

（
検
討
） 

第
二
条 

政
府
は
、
新
法
第
十
六
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
国
家
戦
略
特
別
区

域
家
事
支
援
外
国
人
受
入
事
業
及
び
新
法
第
十
六
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す

る
国
家
戦
略
特
別
区
域
農
業
支
援
外
国
人
受
入
事
業
に
お
い
て
受
け
入
れ
る

外
国
人
の
権
利
利
益
の
擁
護
の
在
り
方
に
つ
い
て
早
急
に
検
討
を
行
い
、
そ
の

結
果
に
基
づ
い
て
法
制
上
の
措
置
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
検
討
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
我
が
国
に
お

い
て
外
国
人
の
権
利
利
益
の
擁
護
を
図
る
た
め
の
活
動
を
行
う
民
間
の
団
体

そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

〔
略
〕 

［
新
設
］ 

      

（
検
討
） 

第
二
条 

［
新
設
］ 
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２ 

〔
略
〕 

３ 
〔
略
〕 

 

（
内
閣
府
設
置
法
の
一
部
改
正
） 

第
五
条 

内
閣
府
設
置
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

〔
略
〕 

〔
第
一
項 

略
〕 

２ 

〔
略
〕 

 

（
内
閣
府
設
置
法
の
一
部
改
正
） 

第
五
条 

内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

〔
略
〕 

 
 

 
  


